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立科学研究所研究員（Lembaga Ilmu Pengetahuan Indonesia）エルウィザ・エルマン（Erwiza Erman）氏が
報告者として招待された。ジョコ・ウトモ氏は、Pengarsipan sejarah lisan Jepang di Indonesia
（「インドネシアにおける日本占領期オーラル・ヒストリー記録」）というタイトルで、ジャカルタの国立公文書
観におけるオーラル資料収集の歴史について語り、エルウィザ・エルマン氏は、Problematika 
Penggunaan Sumber Lisan dalam Historiograﬁ Sejarah Indonesia Modern（「インドネシア近代史叙述に
おけるオーラル資料利用の問題点」）というタイトルで報告を行った。彼女は、オーラル資料を分析材料
として利用している歴史学者の一人として、歴史研究におけるオーラル資料の位置付けについて
概説を行ったうえで、インドネシア史のケースについて報告をおこなった。また、インタビュー
インドネシア・スラウェシ島南部日本占領に関するインタビュー調査と成果デジタル保存（菅原由美）
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調査の手法についても注意点を説明した。
　マカッサル側からは、本プロジェクトのリーダー、ラシド・アスバ氏、マカッサル文書館館
長ザイナル・アビディン（M. Zainal Abidin）氏、ハサヌディン大学講師ヌルハヤティ・ラフマン
（Nurhayati Rahman）氏、エドワード・プリンゴマン（Edward Poelinggoman）氏、スリアディ・マパンガ
ンガラ（Suriadi Mappangangara）氏が報告を行った。
　ワークショップでは、史料としてのオーラル資料の信憑性についての質問や、日本占領期の歴
史の大幅な書き換えの主張に対する懐疑的な意見が相次いで出され、活発な議論が交わされた。
②インタビュー未調査地域での調査
　上記のワークショップの成果を受け、2005年9月から2006年2月まで、南スラウェシの未
調査地域でのインタビュー調査が行われた。インタビューは86本のカセットテープに録音され、
デジタル化がなされた（CD7枚）。
今後の予定
　2006年度の予定としては、
①トランスクリプトのインドネシア語翻訳
　トランスクリプトで使用されているブギス・マカッサル語では利用者の数が非常に限られてし
まうため、より利用しやすい形に整えるため、インドネシア語に翻訳する。
②出版
　収集したインタビューの目録の出版を検討中である。
③デジタル化
　2005年度に収録されたインタビューをデジタル化し、東京とマカッサル（ハサヌディン大学とマ
カッサル公文書館）で保存管理をおこなう。
④利用規定の作成
　インタビュー中には個人名等が含まれているため、利用は学術目的に限るが、そのための規定
や利用方法について今後検討し、インドネシア側にも提示する予定である。
